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研究成果の概要（和文）：本研究は，中学校3年間にける体育授業における動機づけ雰囲気と学習意欲の関係に
ついて検討することを目的とした．予備研究として体育授業における生徒の様々な心理的側面を検討した．3年
間の縦断研究では，中学生を対象に4ヵ月間のインターバルを取りながら9回調査を実施した．主な結果は，熟
達・協同雰囲気は学習意欲を向上させ，成績雰囲気は，学習意欲を低下させ，不安を高めることが確認された．
介入研究では，体育授業における熟達雰囲気が学習意欲に及ぼす影響を検討し，熟達雰囲気が生徒の学習意欲を
向上させた．以上，のことから，体育授業における中学生の学習意欲は熟達雰囲気や協同雰囲気によって向上す
ることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the relationship between the 
motivational climates in physical education classes and students' motivation to learn during three 
years of junior high school. In a three-year longitudinal study, junior high school students were 
surveyed nine times with an interval of four months. The main results showed that a mastery climate 
and cooperative climate increased the students' motivation to learn, while a performance climate 
decreased their motivation to learn and increased their anxiety. In the intervention study, the 
effects of a mastery climate in physical education classes on students' motivation to learn were 
examined, and a mastery climate improved students' motivation to learn. The results of this study 
showed that the students' motivation to learn in physical education classes was enhanced by the 
mastery climate and cooperation climate.

研究分野：体育心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの動機づけ雰囲気や学習意欲に関する研究では確かめられてこなかった発達段階という観点から学習意
欲の変化や体育授業に求められる雰囲気づくりが明らかとなった．特に中学生段階において，多くの研究で示さ
れてきた意欲的側面の低下を防ぎ，なおかつ向上させる要因に熟達・協同雰囲気が貢献できることを確認した点
に学術的な意義がある．また学習意欲向上に必要な熟達雰囲気や協同雰囲気づくりでは，教師の生徒への期待や
感情を高めるような発言を充実させることが大切であることを実践研究を通して明らかにできた．これらの成果
を通して，体育学習の指導法や雰囲気づくりに有用な知見を提示できたことの社会的意義は大きいと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学校教育活動では，子どもの「学習意欲」を高めることが急務である．この学習意欲とは，学
習活動を自発的かつ積極的に取り組み，学習行動を生起させようとする内発的および外発的な
心理的エネルギーである(西田，2004)．特に体育授業場面における学習意欲の欠如は，中学校期
から顕著に現れ(西田・西田，1990)，体力低下，社会性や規範意識の鈍麻，運動実施頻度の二極
化促進など重大な教育問題を引き起こす根幹となる．したがって，健やかな心身を保ち，豊かな
スポーツライフの実現を目指す中学校体育において，生徒の学習意欲を促す授業展開が強く求
められる． 
これまでの体育における学習意欲研究に残された課題として，体育における学習意欲研究を
概観すると，達成動機づけ理論をベースに意欲的側面(5 下位尺度：学習ストラテジー，学習の
価値，学習の規範的態度，困難の克服，運動の有能感)と回避的側面(2 下位尺度：緊張性不安，
失敗不安)からなる尺度開発に始まり，学習意欲がもたらす教育効果(体育の成績，学習行動な
ど)や発達段階毎の学習意欲の特徴など様々な知見が蓄積されており，生徒の学習意欲を向上さ
せる重要性(意義・メリット)は概ね確認できる．しかし，同一の生徒を対象にした学習意欲の経
時変化やその向上を促す体育授業の展開については十分に検討されているとは言えない．体育
授業では何に価値を置いた指導(努力や出来栄え)なのか，どのような評価基準(絶対的・相対的
評価)なのか，どのような志向(記録更新好みか競争好み)なのかなど様相の異なる授業雰囲気が
存在する．これらのことから，どのような様相の授業雰囲気が，学習意欲の向上に関わるのかを
厳密に検討することが必要であり，残された課題と言える． 
ところで，近年の体育授業の雰囲気測定として動機づけ雰囲気が注目されている．この動機づ
け雰囲気とは，重要な他者(教師及びクラスメイト)がつくる環境の構造(雰囲気)であり，成績雰
囲気(他者との比較を通しての達成を重視する雰囲気)と熟達雰囲気(学習や熟達のプロセスを重
視する雰囲気)に，新たに協同雰囲気(仲間との協同体験に価値が置かれ，生徒間の相互作用が重
視される雰囲気)を加えて，3つの側面から授業雰囲気を構造的に捉えられるものである(伊藤ほ
か，2013)．体育授業における動機づけ雰囲気に関する国外研究は，欧米の体育心理学者を中心
に進められてきた．そこでは体育授業における動機づけ雰囲気と，授業満足感や内発的動機づけ，
授業の退屈さなどとの関係について検討した横断研究から，変数間の因果関係について検討し
た縦断研究まで，より実践場面を重視した知見を積んでいる．その知見では，体育授業の雰囲気
は体育学習を促進する熟達雰囲気と，抑制する成績雰囲気が二者択一されることを報告してい
る．この成果はスポーツに対する意識や教育文化などの背景の違いから，万国共通の理解や子ど
もへの適用が困難とされ(西田ほか，2009)，わが国でも国外研究を基礎に体育授業における動機
づけ雰囲気研究を独自に進めている．中須賀とその共同研究者(2016，2017，2018)は，体育授業
の動機づけ雰囲気がもたらす教育的効果(生きる力，結果予期，授業満足感など)について検討し，
その中で熟達雰囲気や協同雰囲気が学校教育にとって極めて有効的なことや新知見として成績
雰囲気が生徒の成長に対して部分的に必要になることなどを指摘してきた．このように体育授
業における動機づけ雰囲気は教育現場への活用可能性を備えており，学習意欲との関係を調べ
ることで，学習意欲向上に有効的な指導方法や授業設計を明確にできる概念と考えられる． 
しかし，体育授業における学習意欲を扱った国内研究の多くは横断研究から得た成果である．
これは変数間の位置づけは明らかにできるが因果関係の特定には至らないため，教育現場への
即効性に欠けることが指摘され続けてきた．また従来の横断研究を通して動機づけ雰囲気に基
づく授業実践の必要性は訴えられてきたが，実際の授業展開に説得力のある提言が十分にされ
ておらず，その実現には至っていない．したがって，本研究では横断研究だけでなく，因果関係
の特定に対して説得力のある説明ができる縦断研究(量的データ)と調査では賄えない教師の発
言や行動など授業への介入研究(質的データ)を併用した相互補完的なアプローチによって，体
育授業における動機づけ雰囲気と学習意欲の関係について検討を進めていくこととした． 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえて，本研究では，特に体育授業の専門性や独自性が高まり，学習意欲の低
下時期として中学生に対象を絞り，体育授業における動機づけ雰囲気が，どのように「学習意欲」
と関連するのかを量と質のアプローチから慎重に検討を行い，そこから得た結果に基づいて教
育現場に学習意欲向上を促す授業展開例と指導法を提案することとした．そして本研究を遂行
するにあたり以下の 3つの研究目的を設定した． 
（１） 体育授業における学習意欲に関連する予備調査研究 
学習意欲の基礎的なデータを得るための予備調査として 4 点を進める．予備調査①と②では
特に体育の学習ペースに抑制効果を示す可能性がある回避的側面に着目し，運動有能感との関
係や体育授業に対する好意度ならびに適応感との関係について検討することを目的とした．予
備調査③は体育授業における動機づけ雰囲気、集団凝集性、学習意欲の関係が授業内で経験する
種目によって異なるのかを検討することを目的とした．予備調査④は体育授業における生徒の
授業前の行動様式が学習意欲とどのような関係にあるのかを明らかにすることを目的に進めた． 



（２） 縦断調査による動機づけ雰囲気と学習意欲の因果関係の検討 
中学校入学時から卒業時まで 3 年間の成長段階ごとに追跡した縦断データを基に，体育授業
における動機づけ雰囲気と学習意欲の因果関係について解明することを目的とした． 

 
（３） 学習意欲向上を意図した動機づけ雰囲気に基づく体育授業実践 
学習意欲向上を意図した動機づけ雰囲気に基づく体育授業を実践し，量と質の両データから
学習意欲の向上に有用な体育授業の雰囲気を解明することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
（１） 中学校体育授業における学習意欲に関連する予備調査研究 
予備調査①では学習意欲の回避的側面である学習不安と生徒の運動有能感との関係を検討す
るために質問紙調査を実施し，収集した 2 時点の縦断データをもとに仮定した交差遅れ効果モ
デルを共分散構造分析によって解析した．また予備調査②では体育授業の回避的態度として劣
等コンプレックス，体育適応感，体育授業に対する好意度の関係を検討するために質問紙調査を
実施し，3者間の関係を共分散構造分析によって解析した．続いて予備調査③では質問紙調査に
よって収集したデータを基に体育授業における動機づけ雰囲気が集団凝集性を介して、それが
学習意欲に影響を与えるというモデルを設定し，4 種目間(①ゴール型、②ネット型、③武道、
④ダンス・体操)でのモデルの異質性(等質性)を検証するために多母集団同時分析を行った．最
後に予備調査④では体育授業開始前の行動(各クラスの生徒が授業開始の集合場所に集まってく
る様子を撮影)が早かった早群と遅かった遅群に分類し，体育における学習意欲得点を比較した．  
 

（２） 縦断調査による動機づけ雰囲気と学習意欲の因果関係の検討 
中学生を対象に，体育授業における動機づけ雰囲気測定尺度(伊藤ほか，2013)と体育における
学習意欲検査短縮版(西田，2013)からなる質問紙調査を 2017 年から 3年間にわたり 9回実施し
た．初回から 9回目の調査までのすべての質問紙調査に回答し，なおかつデータに欠損がなかっ
た者を最終分析に用いた．調査対象校はすべて 3学期制であり，各学期に 1回のペースで調査は
行われた．収集されたデータの分析は，潜在成長曲線モデルを援用して行った．図１に示す切片
は 1時点目の測定における初期レベル（初期値）を意味し，傾きは測定間隔ごとにどれくらい対
象となる変数の値が変化するのか（増加率）を表すものである．そして学習意欲の各下位尺度得
点と動機づけ雰囲気の各下位尺度得点の因果関係を検証するため，両得点の潜在成長曲線モデ
ルを組み合わせた(図１)．例えば，動
機づけ雰囲気の熟達雰囲気得点の切
片から学習意欲の学習ストラテジー
得点の傾きに対するパス，学習ストラ
テジー得点の切片から熟達雰囲気得
点の傾きへのパス，熟達雰囲気得点の
切片から学習ストラテジー得点の切
片へのパス，熟達雰囲気得点の傾きか
ら学習ストラテジー得点の傾きへの
パスを仮定したモデルである．このモ
デルを基に動機づけ雰囲気や学習意
欲の各下位尺度の組み合わせを変え
ながら分析を進めた． 
 

（３） 学習意欲向上を意図した動機づけ雰囲気に基づく中学校体育授業の実践 
中学校に在籍する生徒（Aクラス 33 名，Bクラス 32 名）を対象に，中学校の状況を優先しな
がら，実践研究を行った．熟達雰囲気と協同雰囲気が学習意欲の向上に有効的なことが縦断研究
を通して確認されたため，それらの雰囲気を強調するような授業雰囲気づくりを進めた．各クラ
スの教師には授業内の発言を IC レコーダで記録してもらった．対象中学校は，男女別習の体育
授業であり，単元は男子のゴール型サッカー（全 8回）であった．Aクラスを担当する教師は教
師歴 14 年の男性，Bクラスを担当する教師は教師歴 10 年の男性であった．対象者には縦断研究
時と同様の体育授業における動機づけ雰囲気と学習意欲の尺度からなる質問紙調査を実施した． 
 
４．研究成果 
（１） 体育授業における学習意欲に関連する予備調査研究 
予備調査①の主な結果は，身体的有能さの認知（単元前）から緊張性不安（単元後）に有意な
負のパスが認められた．失敗不安（単元前）から身体的有能さの認知（単元後）に有意な負のパ
スが認められた．失敗不安（単元前）から受容感（単元後）に有意な負のパスが認められた．以
上のことから，身体的有能さの認知を高めることが緊張性不安を抑制できることが示唆された．
また失敗不安の抑制が身体的有能さの認知や受容感の向上に重要になることが示唆された． 
予備調査②の体育授業に対する好意度，回避的態度，適応感の関係について検討した結果，1
点目は，体育授業への好意度が体育授業への仲間との良好な関係や授業の理解度を高めること
が示唆された．2点目は体育授業への好意度は運動から回避しようとする態度や仲間から注目さ



れることをプレッシャーに思ってしまう態度を抑制する効果があったことが示唆された．結論
として、生徒が体育授業に意欲的に取り組めるようになるためには，技能向上を目指して努力す
ることやその過程に注意が向くような熟達雰囲気を強調し，生徒の体育授業に対する好意度を
高めることが大切になることが明らかとなった． 
予備調査③の主な結果は,ゴール型やネット型の球技種目では，熟達雰囲気や協同雰囲気が学
習意欲を高めることが確認された．一方で武道やダンス・体操といった採点型では熟達雰囲気が
回避的な行動や思考を高めることが明らかとなった．成績雰囲気に関してはすべての種目にお
いて回避的な行動や思考を高めることが明らかとなった．このことから，体育授業中に経験する
種目の違いによって動機づけ雰囲気の認知の仕方は学習意欲に異なる影響を与えることが示唆
された． 
予備調査④の主な結果は，回避的側面の得点は男子と女子ともに遅群が早群より有意に得点
が高いことが認められた．これは，遅群の男子と女子ともに授業に対して不安を抱えている可能
性があることを示唆している．一方で学習に対して積極的に関わろうと考える意欲的側面の得
点については，男子の遅群が最も高く，次に女子の早群と男子の早群，そして女子の遅群が最も
低いことが明らかとなった．これは，集合場所に集まってくることが遅いからといって必ずしも
意欲的に取り組む傾向が低いとは言い切れないことが示唆された． 
 

（２） 縦断調査による動機づけ雰囲気と学習意欲の因果関係の検討 
3 年間の動機づけ雰囲気の各雰囲気の得点と学習意欲の各下位尺度の得点との因果関係につ
いて,両得点の潜在成長曲線モデルを組み合わせたモデルによって推定した．主な結果は，以下
の 6点であった(図 2)．①1年生の時点で熟達雰囲気や協同雰囲気を強く認知していた場合，学
習意欲の意欲的側面（学習ストラテジー，学習の価値，学習の規範的態度，困難の克服）も高い
傾向にあり，緊張性不安や失敗不安などの体育学習に対する不安傾向は低いことが明らかとな
った．②1年生の時点で成績雰囲気を強く認知していた場合，緊張性不安や失敗不安などの体育
学習に対する不安傾向も高く，運動の有能感を除く，意欲的側面(学習ストラテジー，学習の価
値，学習の規範的態度，困難の克服)が低い傾向にあることが確認された．③中学校 3年間を通
して，熟達雰囲気や協同雰囲気を生徒が強く認知していた場合，運動の有能感を除く，意欲的側
面(学習ストラテジー，学習の価値，学習の規範的態度，困難の克服)が向上する可能性があるこ
とが確認された．④中学校 3年間を通して，成績雰囲気を生徒が強く認知していた場合，緊張性
不安や失敗不安などは向上するが，意欲的側面は低下することが確認された．ただし，意欲的側
面の一側面である運動の有
能感は向上する傾向にあっ
た．⑤1年生のときに意欲的
側面の学習の価値が高い生
徒ほど 2 年生，3 年生のと
きに熟達雰囲気や協同雰囲
気の得点が高まることが明
らかとなった．⑥1年生のと
きに成績雰囲気を強く認知
している生徒ほど 2 年生，
3 年生のときに運動の有能
感が向上する傾向があるこ
とが確認された．以上のこ
とから中学校 3 年間にわた
る長期間の調査を通して，
特に意欲的側面の向上に
は，熟達・協同雰囲気を強調
することが重要であること
が示唆された．また成績雰
囲気の認知は，学習意欲全
般を低下させるだけでな
く，不安傾向を高めること
も確認された．ただし，運動
の有能感に限っては，成績
雰囲気が一部必要になる可
能性があることも示唆され
たが，成績雰囲気を強調す
ることには体育学習を抑制
する効果も備わるため慎重
になる必要がある． 
 
 
 



（３） 学習意欲向上を意図した動機づけ雰囲気に基づく体育授業実践 
主な結果として 3点が明らかとなった．1点目として Aクラスの生徒の方が Bクラスの生徒よ
りも熟達雰囲気や協同雰囲気をやや強く認知している傾向があった．2点目として Aクラスの生
徒には，熟達雰囲気を認知しているほど意欲的側面が高まる傾向があったが，Bクラスの生徒に
は，動機づけ雰囲気の熟達，協同，成績雰囲気と学習意欲の意欲的，回避的側面との間に関連性
は示されなかった．3点目として Aクラスの教師の方が Bクラスの教師よりも体育授業中におけ
る 7つのカテゴリーの総合発言数の比率が高く，中でも目標提示，助言，KR（結果を述べること）
に関わる発言の比率が高かった．本研究で対象としたクラスは，同様のサッカーの学習を事前に
決められた過程で進められており，双方の授業内容に大きく異なる点はなかったものと考えら
れる．しかし上記の 1 点目や 2 点目のように A クラスの生徒と B クラスの生徒に雰囲気認知に
関する得点差や変数間に異なる影響性が確認された．そのような結果が確認された背景として，
3点目にもあるように，体育授業中の教師の発言数が異なったことが影響しているのではないか
と考えられる．Aクラスの教師の発言数が多く，これは 4大教師行動の一つである生徒との相互
作用が充実していた可能性がある．多くの体育授業に着目した動機づけ雰囲気研究では，熟達雰
囲気の効果が確かめられており，授業雰囲気づくりとして一定の有用性が支持されてきた．体育
授業において熟達雰囲気を強調することと合わせて，その中で教師は生徒の期待や感情を高め
るような発言をより充実させることが大切になる．また教師の発言数が少ない場合，熟達雰囲気
と意欲的側面との双方が独立関係になる可能性があり，本来の熟達雰囲気に備わる学習を促進
させる効果が失われる恐れがあることには注意しておく必要があるだろう． 
 
（４） 得られた成果の国内における位置づけとインパクト 
本研究における成果は国内学会（日本体育学会，現：日本体育・スポーツ・健康学会）で発表
し，多くの先生方から様々な質問や意見をいただき，本研究への関心の高さを肌で感じた．特に
中学校 3 年間を通して収集したデータを用いて体育授業における動機づけと学習意欲の因果関
係について検討した研究は，国内外を通じても実施されていない極めて珍しいものであった．ま
た 3年間にわたる中学生を対象にした測定データそのものにもオリジナリティがあった． 
そこで示された本研究の成果の全ては，これまでの動機づけ雰囲気や学習意欲を取り扱った
研究では明らかにされなかった発達段階という観点から学習意欲の変化や体育授業に求められ
る雰囲気づくりについて，新たな知見を学校教育現場に提示することができた．特に小学校とは
異なり，体育専科教師が担当し，クラス単位での授業の機会が減少し，合同クラスでの授業が始
まることなどによる中一ギャップを招くことになる中学生段階において，多くの研究で明らか
にされてきた意欲的側面の低下を防ぎ，なおかつ向上させる要因に熟達・協同雰囲気が貢献でき
る可能性があることを確認した点は体育心理学をはじめとする当該研究領域ならびに学校教育
現場にインパクトを与え，その学術的意義は大きいと考える．さらに量的データで確かめた学習
意欲向上に必要な熟達雰囲気や協同雰囲気づくりにおいて授業実践への介入研究を行ったこと
で，保健体育教師の生徒への期待や感情を高めるような発言を充実することが，熟達・協同雰囲
気と学習意欲の関連性をより強くすることが明らかとなった．  
以上のことから，体育授業において認知されている動機づけ雰囲気が学習意欲の向上・低下に
いかに重要な働きを示しているのかについて研究者や教員に周知していくための基盤となるエ
ビデンスを構築することができた社会的意義は大きいと考える． 
 
（５） 今後の展望 
本研究の成果によって，生徒の学習意欲を促す体育授業における動機づけ雰囲気について解
明することができた．また学習意欲の低下を回復・向上させる授業設計や指導方法について，成
長段階の特徴からも明らかにすることができたと考えられる．しかし，令和の日本型学校教育に
もあるように，認知スキルでは測りきれない非認知スキルの存在や自ら進んで学習に取り組む
態度の向上など学校教育現場には喫緊の課題が多々ある．教育活動の一つである体育学習がそ
れらの課題にどの程度貢献することができるのかを今後も検討していくことが必要になる． 
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